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地
域
社
会
を
永
く
苦
し
め
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）
も
、
感
染
症
分
類
の
引
き
下
げ

な
ど
徐
々
に
落
ち
着
く
様
相
を
見
せ
始
め

ま
し
た
が
、
こ
の
間
の
社
会
状
況
は
大
き

く
変
化
し
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
お

い
て
国
や
自
治
体
か
ら
の
支
援
は
欠
か
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
社
会
状

況
下
に
お
け
る
財
政
事
情
を
考
え
る
と
、

今
後
の
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
等
の
支
援

も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
本
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳
簿
保
存
法

の
適
用
義
務
化
な
ど
、
健
全
で
円
滑
な
公

益
法
人
と
し
て
の
事
業
運
営
の
推
進
に
対

す
る
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
度
に
策
定
し
た
令
和
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ

ラ
ン
の
着
実
な
推
進
に
向
け
て
、
事
業
検

証
を
的
確
に
行
い
、
時
代
に
即
し
た
事
業

運
営
に
取
り
組
む
た
め
、
次
の
と
お
り
本

年
度
の
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
自
主
・

自
立
を
基
本
と
す
る
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
関
わ
る
一
員
と
し
て
今
年
度
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
受
託
事
業　

コ
ロ
ナ
で
休
止
し
て
い
た

児
童
館
日
曜
日
管
理
事
業
や
目
的
外
利
用

管
理
事
業
な
ど
が
再
開
さ
れ
、
杉
並
区
か

ら
の
受
託
業
務
は
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
ま
で

回
復
す
る
見
込
み
で
す
が
、
夏
場
の
就
業

が
困
難
な
除
草
な
ど
、
需
要
が
多
く
受
託

件
数
の
増
加
が
見
込
め
る
仕
事
に
つ
い
て
、

安
全
に
就
業
で
き
る
対
策
を
講
じ
て
受
注

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
区
内
全

域
で
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
仕
事
で
、
地
域
に

よ
っ
て
会
員
の
登
録
数
に
偏
り
が
あ
る
こ

と
の
解
消
に
努
め
、
幅
広
く
受
注
が
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

近
年
多
く
の
需
要
が
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

共
用
部
清
掃
の
受
注
確
保
と
適
正
な
就
業

会
員
の
配
置
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
雇
用
し
ま
す
。

②
就
業
機
会
提
供
事
業　

就
業
開
拓
員
を

雇
用
し
、
請
負
・
派
遣
に
か
か
わ
ら
ず
区
内

の
民
間
事
業
所
等
に
対
す
る
営
業
活
動
を

強
化
し
、
新
規
受
注
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

就
業
で
き
る
会
員
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
す
る
会
員
の
手
配
が
し
に

く
い
技
能
系
職
種
に
つ
い
て
は
、
職
種
ご

と
に
技
能
の
後
継
者
等
人
材
育
成
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
数
多

く
応
え
ら
れ
る
就
業
人
員
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　

会
員
の
技
能
や
経
験
を
活
か
し
た
仕
事

の
創
出
の
た
め
、
新
規
就
業
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
教
室
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
実
績
等
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度

に
向
け
て
多
く
の
会
員
が
就
業
の
機
会
を

得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

③
労
働
者
派
遣
事
業　

就
業
（
派
遣
）
先

で
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
就
業
す
る
保
育

所
で
の
保
育
補
助
や
事
務
補
助
等
杉
並
区

の
特
徴
的
な
派
遣
の
仕
事
な
ど
、
近
年
の

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
派
遣
事
業
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
営
業
活
動
を
行
い
、
受
注
件

数
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
調
査
研
究
事
業　

顧
客
の
満
足
度
を
測

り
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営
を
推
進
す

る
た
め
、
民
間
・
一
般
家
庭
向
け
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
杉
並
区
か
ら

受
託
し
た
事
業
に
係
る
満
足
度
に
つ
い
て

は
適
正
な
事
業
の
履
行
に
努
め
、
杉
並
区

履
行
評
価
基
準
に
基
づ
く
評
価
に
お
い
て

高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
満
足
度
を
測
る
た
め
、
会

員
実
態
調
査
を
行
い
、
第
三
次
れ
い
わ
ラ

イ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
策
定
に
反
映
し
ま
す
。

⑤
相
談
事
業　

同
一
職
種
に
お
け
る
就
業

上
の
相
談
事
や
意
見
交
換
等
の
機
会
と
し

て
必
要
に
応
じ
て
職
種
ご
と
の
就
業
連
絡

会
を
開
催
し
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
入
会
し
て
も
自
分
が

希
望
す
る
仕
事
へ
の
就
業
が
困
難
な
会
員

を
対
象
と
す
る
職
種
別
の
相
談
会
を
開
催

し
、
新
規
就
業
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

⑥
研
修
・
講
習
事
業　

就
業
会
員
の
適
正

就
業
意
識
を
培
う
た
め
、
接
遇
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
研
修
及
び
事
故
の
未
然

防
止
に
向
け
た
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
東

京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
等
他

機
関
と
の
共
催
に
よ
る
技
能
・
知
識
習
得

の
た
め
の
研
修
・
講
習
の
受
講
を
促
進
し
、

会
員
の
技
能
の
向
上
と
と
も
に
事
務
局
職

員
の
研
鑽
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦
普
及
啓
発
事
業　

会
員
が
少
な
い
地
域

に
お
け
る
入
会
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域

や
職
種
限
定
で
の
入
会
説
明
会
を
実
施
し
、

区
内
全
域
に
広
く
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い

る
状
況
を
築
き
ま
す
。
会
員
へ
の
的
確
で

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
等
デ
ジ
タ
ル
情
報
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

の
会
員
・
事
務
局
相
互
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以

下
「
ス
マ
ホ
」
と
い
う
。）
な
ど
の
身
近
な

デ
ジ
タ
ル
モ
バ
イ
ル
機
器
の
積
極
的
な
活

用
が
で
き
る
よ
う
に
、
ス
マ
ホ
班
を
設
置

し
ま
す
。

⑧
社
会
参
加
等
支
援
事
業　

令
和
４
年
度

に
再
編
し
ま
し
た
区
内
７
地
区
（
高
円
寺
・

和
田
堀
・
阿
佐
谷
・
和
泉
下
高
・
井
荻
・

高
井
戸
・
荻
窪
）
に
お
け
る
地
区
活
動
が

円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
担
当

理
事
・
地
区
委
員
・
事
務
局
職
員
が
連
携
し
、

活
発
に
活
動
す
る
地
区
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自
の
取
組
と
し

て
区
民
に
好
評
な
「
シ
ル
バ
ー
孫
の
手
事

業
」
の
利
用
者
と
活
動
会
員
の
増
加
を
図

り
、
就
業
以
外
の
地
域
貢
献
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑨
安
全
就
業
等
推
進
事
業　

植
木
剪
定
・

除
草
・
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
清
掃
・
有
料

自
転
車
駐
車
場
管
理
・
通
学
案
内
交
通
指

導
を
中
心
に
、
安
全
適
正
巡
回
指
導
員
が

定
期
的
に
巡
回
し
、
事
件
・
事
故
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
転
倒
事
故
の

減
少
に
向
け
た
安
全
講
習
の
実
施
や
会
員

一
人
一
人
の
健
康
維
持
に
対
す
る
意
識
向

上
の
た
め
、
み
に
ニ
ュ
ー
ス
等
を
活
用
し

た
啓
発
を
行
い
ま
す
。

⑩
セ
ン
タ
ー
運
営　

南
阿
佐
个
谷
の
本
部

と
清
水
分
室
の
２
か
所
に
事
務
局
を
設
置

し
、
適
正
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。
本

部
で
は
、
主
に
杉
並
区
か
ら
発
注
さ
れ
る

業
務
や
派
遣
事
業
、
及
び
発
注
者
の
来
所

に
際
し
立
地
が
適
し
て
い
る
業
務
を
担
当

し
、
清
水
分
室
で
は
、
民
間
や
一
般
家
庭

か
ら
請
負
う
仕
事
や
教
室
等
独
自
事
業
を

担
当
し
、
発
注
者
や
会
員
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
組
織
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
収
支
予
算
に
お
い
て
は
、
表

の
と
お
り
収
益
に
つ
い
て
は
、
概
ね
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
経
費
に
つ
い
て
は
、
受

注
拡
大
に
向
け
た
各
種
取
組
に
よ
り
就
業

機
会
提
供
事
業
と
事
務
局
運
営
に
係
る
共

通
事
業
費
が
増
加
し
て
お
り
、
一
般
正
味

財
産
期
末
残
高
が
、
概
ね
１
か
月
間
の
運

営
経
費
で
あ
る
約
９
千
万
円
に
な
る
よ
う

編
成
し
ま
し
た
。

表　令和5年度　収支予算（単位：円）

収益（収入） 本年度 前年度 差引増減
受託事業収益 858,783,000 837,445,000 21,338,000

 受取配分金 760,960,000 756,230,000 4,730,000
 受取材料費 8,672,000 9,964,000 △ 1,292,000
 受取事務費 89,151,000 71,251,000 17,900,000

労働者派遣事業等受託収益 3,945,000 2,660,000 1,285,000
正会員受取会費 5,650,000 5,230,000 420,000
受取連合交付金 20,511,000 17,474,000 3,037,000
受取区補助金 122,602,000 126,626,000 △ 4,024,000
受取自動車安全装置支援助成 200,000 400,000 △ 200,000
特定資産受取利息 1,000 1,000 0
雑収益 4,000 0 4,000
A　収益（収入）合計 1,011,696,000 989,836,000 21,860,000

費用（支出） 本年度 前年度 差引増減
受託事業 767,346,000 764,040,000 3,306,000

 支払配分金 760,960,000 756,230,000 4,730,000
 支払材料費 6,386,000 7,810,000 △ 1,424,000

就業機会提供事業 86,159,000 81,062,000 5,097,000
労働者派遣事業 271,000 160,000 111,000
調査研究事業 1,001,000 297,000 704,000
相談事業 2,000 16,000 △ 14,000
研修・講習事業 308,000 460,000 △ 152,000
普及啓発事業 3,943,000 4,574,000 △ 631,000
社会参加等支援事業 2,386,000 2,173,000 213,000
安全就業等推進事業 5,592,000 5,022,000 570,000
共通（事業費） 110,449,000 100,172,000 10,277,000
管理費 43,450,000 41,858,000 1,592,000
B　費用（支出）合計 1,020,907,000 999,834,000 21,073,000
 当期一般正味財産増減額 A-B △ 9,211,000 △ 9,998,000 787,000
 一般正味財産期首残高 99,971,333 102,213,531 △ 2,242,198
 一般正味財産期末残高 90,760,333 92,215,531 △ 1,455,198

令和5年度

事業計画
と

収支予算
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３
月
18
日
、
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
ゆ

う
ゆ
う
和
泉
館
に
て
、
早
春
イ
ブ
ニ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
普
段
ゆ

う
ゆ
う
和
泉
館
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
利
用
さ

れ
て
い
る
青
柳
さ
ん
の
ご
子
息
が
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
弾
く
と
い
う
話
を
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

青
柳
好
記
さ
ん
率
い
る
メ
ン
バ
ー
４
名

に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ビ
オ

ラ
の
カ
ル
テ
ッ
ト
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ア

イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
や
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
の
「
花

は
咲
く
」
な
ど
春
を
感
じ
る
６
曲
を
演
奏
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集

い
、
生
の
音
色
に
心
癒
さ
れ
る
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
働
事

業
会
員
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
り
、

楽
し
い
新
企
画
に

取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

２
月
26
日
に
堀
ノ

内
斎
場
（
梅
里
１
）

で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
「
地
域
感
謝
の

集
い
」
に
参
加
し
ま

し
た
。　

　

初
め
て
出
店
依
頼

を
い
た
だ
い
た
令
和

２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
開
催
直

前
に
中
止
。
今
回
、
感
染
状
況
が
落
ち
着

い
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
よ
う
や
く
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
の
手
」

（
区
役
所
ロ
ビ
ー
）
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑

貨
を
出
張
販
売
し
ま
し
た
。
ひ
な
祭
り
の

飾
り
の
付
い
た
箸
袋
や
子
ど
も
用
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
な
ど
、
会
員
が
丁
寧
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
作
製
し
た
品
々
が
お
客
様
か
ら
大

変
好
評
で
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
団
体
が
参
加
し
、
パ
ン

工
房
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
飲
食
店
に

新
鮮
野
菜
や
新
古
書
販
売
の
「
朝
市
」、
射

的
・
輪
投
げ
で
遊
べ

る
「
子
ど
も
広
場
」

な
ど
、
普
段
の
斎
場

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
離

れ
た
賑
や
か
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

3
月
17
日
、
京
王
井
の
頭
線
高
井
戸
駅

す
ぐ
の
都
営
住
宅
で
、「
東
京
み
ん
な
で
サ

ロ
ン
高
井
戸
西
一
丁
目
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
東
京
み
ん
な
で
サ
ロ
ン
と
は
、
東
京

都
が
「
だ
れ
も
が
集
い
、つ
な
が
る
居
場
所
」

と
題
し
、
都
営
住
宅
の
集
会
室
で
地
域
の

方
の
交
流
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主

催
者
を
募
集
し
た
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー

は
今
回
初
め
て
応
募
し
、
手
探
り
の
中
午

前
は
「
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
作
り
と
飛
ば

し
大
会
」、
午
後
は
「
サ
ッ
ク
ス
ほ
か
生
演

奏
＆
C
a
f
ｅ
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ

を
参
照
）
作
り
は
、
会
員
の
小
川
拓
志
さ

ん
ほ
か
４
名
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
竹
の

羽
を
炙
り
な
が
ら
曲
げ
た
り
、
中
心
に
軸

を
つ
け
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
り
し
て
仕
上

げ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
近
所
の
高
井

戸
保
育
園
す
み
れ
組
（
４
歳
児
）
の
子
ど

も
達
も
加
わ
り
、
飛
ば
し
大
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
桜

が
開
花
し
始

め
た
中
、
大

人
も
子
ど
も

も
空
を
見
上

げ
笑
顔
に
な

る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、

会
員
の
坪
倉

博
さ
ん
（
テ

ナ
ー
サ
ッ
ク

ス
）
と
藤
原
真
人
さ
ん
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）
に

よ
り
、
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
ス
ロ
ー
ス
ウ
ィ

ン
グ
ジ
ャ
ズ
を
１
時
間
た
っ
ぷ
り
生
演
奏
。

そ
の
後
も
Ｂ
Ｇ
Ｍ
演
奏
の
中
、
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
し
贅
沢
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
久
し
ぶ
り
に
家
を
出
て
、
知
り
合
い
と
一

緒
に
楽
し
め
た
。」「
楽
し
か
っ
た
昔
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
た
。」
と
い
う
声
が
あ
り
、

大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
得
意
な
も
の
や
経

験
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
の
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
地
域
貢
献
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑興味のある方は
こちらをチェック

和
泉
下
高
地
区

﹃
地
元
再
発
見
！
大
人
の
遠
足
﹄

　

和
泉
下
高
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年

よ
り
地
区
委
員
で
講
演
会
や
施
設
見
学
会
、

散
策
会
な
ど
が
検
討
さ
れ
最
終
的
に
散
策

会
に
決
定
、
寒
さ
を
避
け
た
３
月
15
日
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
井
の
頭
線
永
福
町
駅

前
広
場
に
集
合
、22
名
（
う
ち
非
会
員
４
名
）

で
９
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
足
取
り
も
軽

く
、
ま
ず
は
地
元
の
古
刹
﹃
龍
光
寺
﹄
へ
。

お
参
り
の
後
﹃
新
四
國
八
十
八
个
所
和
泉

霊
場
﹄
巡
り
、
境
内
の
荘
厳
な
梵
鐘
か
ら

鐘
の
音
が
近
隣
に
も
届
い
て
い
ま
す
。
次
の

﹃
和
泉
熊
野
神
社
﹄
は
和
泉
の
鎮
守
様
と
親

和
田
堀
地
区

﹃
和
田
堀
の
原
点
を
訪
ね
る
﹄

　

３
月
24
日
、
地
区
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
非
会
員
５
名
を
含
め

24
名
。
当
日
は
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
﹃
郷

土
博
物
館
﹄
の
金
子
学
芸
員
か
ら
区
内
の

妙
正
寺
川
、
善
福
寺
川
、
神
田
川
の
流
域

に
約
３
万
年
前
か
ら
人
々
が
生
活
し
て
い

た
跡
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
土
地
の
高
低
差
を
考

え
た
当
時
の
人
の
生
き
る
知
恵
な
ど
を
予

備
知
識
に
、
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
の
方
形
周
溝
墓
﹃
大
宮
遺
跡
﹄、
そ
し
て

旧
石
器
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
区
内

最
大
の
複
合
古
墳
﹃
松
ノ
木
遺
跡
﹄
な
ど

を
﹃
大
宮
八
幡
宮
﹄
を
間
に
挟
み
、
お
よ

そ
２
時
間
半
か
け
て
回
り
ま
し
た
。
見
学

し
ま
れ
て
い
ま
す
。﹃
貴
船
神
社
﹄
を
経
て

「
ゆ
う
ゆ
う
和
泉
館
」
で
ひ
と
休
み
。
神
田

川
の
一
本
橋
を
渡
っ
て
宮
前
橋
へ
と
歩
を
進

め
る
と
桜
が
ち
ら
ほ
ら
、
雪
柳
や
庭
の
椿
も

愛
で
な
が
ら
井
ノ
頭
通
り
へ
。
近
衞
文
麿

命
名
の
﹃
井
の
頭
街
道
碑
﹄
か
ら
明
大
キ
ャ

ン
パ
ス
附
近
に
残
る
第
２
山
手
線
遺
構
、
甲

州
街
道
に
沿
っ
て
﹃
塩
硝
蔵
地
跡
﹄
の
案
内

板
を
な
が
め
、
最
終
地
点
の
﹃
築
地
本
願
寺

和
田
堀
廟
所
﹄
に
至
り
ま
し
た
。
当
日
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
ガ
イ
ド
の
小
島
さ
ん
の
丁

寧
な
説
明
を
聞
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
半
日

で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
地
元
の
方
も
改
め
て

地
元
の
再
発
見
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
事
務

局
、
地
区
委
員
の
方
々
の
協
力
も
あ
っ
て
参

加
者
も
集
ま
り
、
滞
り
な
く
終
了
し
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
の
帰
路
と
な
り
ま
し
た
。

（
理
事
　
野
元
・
柳
沢
）

し
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
い
た
だ
い
た
西
村
地
区

委
員
の
「
３
万
年
前
の
先
人
た
ち
が
、
今
日

こ
う
し
て
私
た
ち
が
歩
い
た
場
所
で
働
き
、

家
族
を
養
い
、
暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
る
と

不
思
議
な
気
持
ち
が
し
ま
せ
ん
か
」
に
心
か

ら
共
感
す
る
思
い
で
し
た
。
途
中
立
ち
寄
っ

た
﹃
宮
下
橋
﹄
は
松
本
清
張
の
﹃
黒
い
福
音
﹄

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
未
解
決
殺
人
事
件
の

第
一
現
場
で
す
。
戦
後
の
暗
部
の
一
つ
と
も

言
わ
れ
る
事
件
が
区
内
で
起
き
て
い
た
こ

と
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
な
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
田
堀
地
区
の
屋
外
で
の
活
動
は

２
０
１
９
年
３
月
の
﹃
妙
法
寺
見

学
会
﹄
以
来
で
す
。
参
加
し
た
方

た
ち
の
「
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

が
本
当
に
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
の
声
に
コ

ロ
ナ
禍
の
下
、
ど
ん
な
に
か
屋
外

を
心
置
き
な
く
歩
き
た
か
っ
た
こ

と
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

（
理
事
　
古
谷
）

地
区
活
動
報
告
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誤
嚥
性
肺
炎
は
、
杉
並
区
に
お
け
る
主
要

死
因
の
第
６
位
で
実
は
身
近
な
病
気
で
す
。

そ
し
て
、
入
院
と
な
る
高
齢
者
の
肺
炎
で

は
、
そ
の
多
く
が
誤
嚥
性
肺
炎
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

誤
嚥
と
は
、
食
べ
物
や
唾
液
な
ど
が
気

管
内
に
入
る
こ
と
を
い
い
、
健
康
な
人
で

も
誤
嚥
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
咳
を

す
る
こ
と
で
防
い
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
嚥え
ん

下げ

能
力
（
飲
み
込
む
力
）

が
低
下
し
た
高
齢
者
で
は
誤
嚥
し
や

す
い
う
え
に
、
そ
れ
を
防
ぐ
咳
反
射

も
低
下
す
る
こ
と
で
、
自
覚
の
な
い

ま
ま
誤
嚥
を
繰
り
返
し
、
誤
嚥
性
肺

炎
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
以
前
に
比
べ
て
、
固
い
も
の
が
食

べ
に
く
く
な
っ
た
」、「
お
茶
や
汁
物

等
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る
」、「
口
の

渇
き
が
気
に
な
る
」
こ
の
質
問
に
一

つ
で
も
該
当
す
る
場
合
は
、「
噛か

む
力
」

や
「
飲
み
込
む
力
」
が
衰
え
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
製
作

１
３
０
４
０　
小
川　
拓
志

〝
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
〞
と
は
従
来
の
竹

と
ん
ぼ
を
よ
り
高
く
・
よ
り
遠
く
・
よ
り

長
く
飛
ぶ
よ
う
に
様
々
な
工
夫
を
重
ね
た

竹
と
ん
ぼ
で
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
秋
岡

芳
夫
さ
ん
が
１
９
８
０
年
代
に
考
案
・
製

作
し
た
も
の
で
す
。

　

私
が
知
っ
た
の
は
２
０
１
１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
で
自
宅
待
機
が
続
き
、
竹

と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
と
思
い
立
ち
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
時
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
５
月
に
関
東
大
会
が

あ
る
こ
と
を
知
り
会
場
の
昭
和
記
念
公
園

に
見
学
に
行
く
と
、
大
人
達
が
様
々
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
自
慢
の
竹
と
ん
ぼ
を
一
生

懸
命
飛
ば
し
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
竹
と

ん
ぼ
が
ゆ
っ
く
り
上
が
っ
た
り
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
竹
と
ん
ぼ
を
実
際
に
飛
ば
し

て
み
る
と
軸
が
ぶ
れ
ず
に
飛
ん
だ
り
驚
く

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
後
私
は
月
一

の
例
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
色
々
な
方
の
竹
と
ん
ぼ
作
り

を
参
考
に
し
た
り
、
飛
ば
し
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
の
反
省
会
と

い
う
名
の
飲
み
会
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
会
は
40
年
以
上
前
か
ら
開
催
さ
れ
、

高
度
・
距
離
・
滞
空
時
間
等
を
競
い
ま
す
。

昨
年
の
全
国
大
会
は
石
垣
島
で
４
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
、
仲
間
た
ち
と
楽
し
い
旅
行
が

出
来
ま
し
た
。

　
「
竹
と
ん
ぼ
教
室
」
も
対
象
者
や
人
数
・

時
間
等
を
考
慮
し
仲
間
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
昨
年
か
ら

〝
銀
の
手
〞
で
竹
と
ん
ぼ
の
販
売
も
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
高
齢
は
84
才
か
ら
仲
間
入
り
し
現
在

89
才
、
競
技
会
で
３
位
入
賞
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ
で
も
参

加
出
来
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
連
絡
下
さ
い
。

歩
き
遍
路
の
魅
力
は
尽
き
な
い

　
１
１
８
７
１　
武
田　
喜
治

　

お
遍
路
と
の
出
会
い
は
、「
人
間
・
空
海

を
語
る
」
と
い
う
N
H
K
文
化
講
演
会
で

あ
っ
た
。
お
大
師
さ
ん
の
生
き
方
や
考
え
方

に
深
く
共
感
す
る
こ
と
が
多
く
、
お
遍
路
に

親
し
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）
の
こ
と
だ
か
ら
今
か
ら
30
年

以
上
も
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
定
年
退
職
後
、

自
由
な
時
間
が
得
ら
れ
た
の
で
長
年
の
念

願
で
あ
っ
た
四
国
歩
き
遍
路
に
出
か
け
た
。

現
在
６
巡
目
の
終
盤
を
迎
え
て
い
る
。

　

歩
き
遍
路
の
原
則
は
「
早
出
早
入
り
」。

朝
早
く
遍
路
宿
を
出
発
し
、
夕
方
４
時
過
ぎ

に
宿
に
は
い
る
こ
と
が
理
想
的
と
さ
れ
る
。

　

毎
日
20
キ
ロ
前
後
を
歩
き
、
夕
方
く
た

く
た
に
疲
れ
て
遍
路
宿
に
到
着
。
早
速
風

呂
に
入
っ
て
汗
と
疲
れ
を
落
と
せ
ば
、
実

に
爽
快
な
気
分
に
な
る
。
6
時
か
ら
の
夕

食
は
お
代
わ
り
を
3
杯
も
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
。

　

夕
食
後
、
そ
の
日
の
整
理
な
ど
を
終
え

て
、
９
時
す
ぎ
に
床
に
は
い
る
と
た
ち
ま

ち
深
い
眠
り
に
落
ち
、
途
中
で
ト
イ
レ
に

起
き
る
こ
と
も
な
く
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

翌
朝
５
時
ま
で
熟
睡
す
る
。
目
覚
め
は
す
っ

き
り
爽
や
か
で
、
疲
れ
は
す
っ
か
り
消
え

て
い
る
。

　

お
遍
路
の
基
本
は
歩
く
こ
と
。
し
か
も

「
同
行
二
人
」
と
言
っ
て
お
大
師
さ
ん
と
一

緒
に
歩
く
、
換
言
す
れ
ば
、
自
分
一
人
で

歩
く
こ
と
で

あ
る
。
歩
き

遍
路
は
車
な

ら
ば
１
時
間

で
行
け
る
と

こ
ろ
を
１
日

か
け
て
ひ
た

す
ら
に
次
の
札
所
を
目
指
し
て
歩
く
。
肉

体
的
疲
労
も
大
き
い
。
歩
く
こ
と
は
効
率

や
ス
ピ
ー
ド
や
便
利
さ
を
優
先
す
る
現
代

の
価
値
観
に
反
し
、
非
効
率
、
不
便
の
最

た
る
も
の
で
あ
る
。　
　

　

し
か
し
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
に
出
会
う
。
四
国
の
人
々
の

お
接
待
の
心
に
触
れ
る
。
自
分
と
向
き
合

い
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を
知
る
。

生
き
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
。

　

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
も
の
、
感
じ

る
も
の
、
気
づ
く
こ
と
が
実
に
多
い
。
歩

き
遍
路
の
魅
力
は
尽
き
な
い
。

　
「
東
京
歩
き
遍
路
交
流
会
」
を
設
立
し
て

春
と
秋
に
交
流
会
を
開
催
。
体
験
談
や
情

報
交
換
を
行
い
、
仲
間
と
の
交
流
を
続
け

て
い
る
。
現
在
33
回
目
で
、
交
流
誌
「
か

け
は
し
」
を
発
行
し
て
い
る
。

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

１
９
４
３
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
政
府
系

金
融
機
関
に
勤
務
し
各
地
に
転
勤
。
四
国
在
勤
中
に
お

遍
路
と
出
会
い
、
遍
路
を
重
ね
る
。
定
年
退
職
後
、
自

由
な
時
間
が
得
ら
れ
た
の
で
歩
き
遍
路
を
実
践
、
現
在

６
巡
目
。
東
京
歩
き
遍
路
交
流
会
事
務
局
長
。
民
事
調

停
委
員
、司
法
委
員
を
歴
任
。
著
書
に「
四
国
歩
き
遍
路
」

（
大
法
輪
閣
）、「
遍
路
で
学
ぶ
生
き
る
知
恵
」（
小
学
館

ス
ク
ウ
ェ
ア
）。
東
京
杉
並
区
上
井
草
在
住
。

シルバーの就業者は個人事業主として「適格請求書発行事業者」の手続きが必要ですか。
基準期間の課税売上高が1,000万円以下の事業者は、その年は納税義務が免除されますので、「適格請求書発
行事業者」への登録は必要ありません。
10月のインボイス開始後、配分金は減りますか。
インボイス後の納税コストは、料金の値上げ（発注者負担）で対応することをセンターの基本方針としてい
るため、現時点で配分金を減らすことは想定していません。
発注者側が値上げに応じてくれなければ、配分金は減りますか。
現在の契約を引き続きご依頼いただけるよう発注者に説明して参りますが、値上げにより就業日数や就業時
間の縮小等の仕様が変更する可能性は考えられます。
配分金が最低賃金より下回るようなことはありませんか。
会員皆さんの配分金は、適正な就業の対価として「シルバー人材センター適正就業ガイドライン」により原
則、労働者最低賃金の水準以上に保たなければならないとされています。この考えのもと現在センターでは、
インボイス開始後も配分金が労働者最低賃金の水準を下回ることがないように、今後も事業運営を行って参
ります。
インボイス制度導入後の段階的に行われる経過措置について教えてください。
インボイス制度開始後、6年間（令和5年10月から令
和11年9月までの間）は、免税事業者等からの課税
仕入れについて、仕入税額相当額の一定割合（右表）
を仕入税額とみなして控除できる経過措置が設けら
れています。

Q1. 
A1.

Q2. 
A2.

Q3. 
A3.

Q4. 
A4.

Q5. 
A5.

インボイス制度  Q&A

経過措置期間
令和５年10月１日から

令和８年９月30日まで 仕入税額相当額の80％

令和８年10月１日から
令和11年９月30日まで 仕入税額相当額の50％

令和11年10月1日から 以降経過措置なし

　

家
庭
で
も
で
き
る
予
防
法
は
、
３
つ
あ

り
ま
す
。

①
不
潔
な
口
の
中
に
は
、
お
よ
そ
10
億
個

の
細
菌
が
い
る
と
言
わ
れ
る
た
め
、
丁

寧
な
歯
み
が
き
を
し
て
口
の
中
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
。

②
嚥
下
と
発
声
の
筋
肉
は
繋
が
っ
て
い
る

の
で
、
よ
く
話
す
、
歌
う
、
朗
読
な
ど

で
飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る
こ
と
。

③
免
疫
全
般
に
関
与
す
る
栄
養
状
態
を
よ

く
す
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
よ
く
噛
ん

で
食
べ
る
こ
と
。

の
３
つ
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
口
の
働
き
を
維
持
・
向
上

す
る
た
め
の
「
す
ぎ
な
み
よ
い
歯
健け
ん
こ
う口

体

操
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
、
い
つ
ま

で
も
食
事
を
美
味
し
く
食
べ
、
い
き
い
き

と
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、「
よ
い
歯
健
口

体
操
」
を
新
た
な
生
活
習
慣
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　

区
の
動
画
配
信

サ
イ
ト
「
す
ぎ
な

み
健
康
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
は
「
よ
い

歯
健
口
体
操
」
の

動
画
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

誤嚥性肺炎を
ご存じですか？

杉並保健所健康推進課
歯科衛生担当係長　川畑 陽子

高齢者の健康 連載・38

ご 　 えん

いつまでも元気
いつも元気

会員の特技・趣味紹介

❷


